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1. 平成30年3月期第2四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第2四半期 169,875 33.0 1,753 ― 1,314 ― 390 ―

29年3月期第2四半期 127,741 △13.6 △435 ― △194 ― △379 ―

（注）包括利益 30年3月期第2四半期　　381百万円 （―％） 29年3月期第2四半期　　△2,197百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第2四半期 14.93 ―

29年3月期第2四半期 △14.52 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第2四半期 144,773 47,406 28.7

29年3月期 125,984 47,550 33.1

（参考）自己資本 30年3月期第2四半期 41,599百万円 29年3月期 41,707百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 10.00 ― 15.00 25.00

30年3月期 ― 10.00

30年3月期（予想） ― 20.00 30.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

※平成30年3月期（予想）期末配当金の内訳　普通配当15円00銭　記念配当５円00銭

※配当予想の修正につきましては、本日公表いたしました「第２四半期業績予想と実績との差異および通期業績予想の修正ならびに配当予想の修正に関する
お知らせ」をご覧ください。

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 326,000 20.4 4,500 56.1 4,000 50.9 2,050 24.2 78.44

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

※連結業績予想の修正につきましては、本日公表いたしました「第２四半期業績予想と実績との差異および通期業績予想の修正ならびに配当予想の修正に関
するお知らせ」をご覧ください。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料Ｐ．９「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（4）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会
計処理の適用）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期2Q 28,051,200 株 29年3月期 28,051,200 株

② 期末自己株式数 30年3月期2Q 1,915,831 株 29年3月期 1,915,827 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期2Q 26,135,373 株 29年3月期2Q 26,135,373 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、当社
としてその事実を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績
予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説
明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（1）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間(平成29年４月１日～平成29年９月30日)におけるわが国の経済は、企業収益や雇用情

勢が改善し、設備投資や個人消費も持ち直しの動きが見られ、海外においても景気の緩やかな回復が続きました。

また株式市場も国内や米国を中心に堅調な推移が見られました。 

当社グループが属するエレクトロニクス業界におきましては、データセンター用サーバーや自動車向けが堅調に

推移し、ゲーム機やAVなどの民生機器も回復が進みました。またこれらの機器に搭載されるDRAMやNANDフラッシュ

などのメモリ製品や、半導体製造装置も需要の増加が続きました。 

こうした状況の下、当第２四半期連結累計期間における当社グループの売上高は、前年同期比33.0％増の

169,875百万円となりました。利益面では売上の増加に加え、販売費及び一般管理費の削減に努めたことにより、営

業利益は1,753百万円（前年同期は435百万円の営業損失）、経常利益は1,314百万円（前年同期は194百万円の経常

損失）、親会社株主に帰属する四半期純利益は390百万円（前年同期は379百万円の親会社株主に帰属する四半期純

損失）となりました。 

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

（デバイス事業） 

デバイス事業は、NXPセミコンダクターズ社との代理店契約解消による減収があったものの、スマートフォン向

け半導体の需要が大幅に増加し、産業機器向けやゲーム機向けでも販売が増加しました。その結果、売上高は前年

同期比42.5％増の150,361百万円、セグメント利益は968百万円（前年同期は983百万円のセグメント損失）となりま

した。 

（システム事業） 

システム事業は、産業機器向けの半導体レーザや組込み用コンピュータの需要が堅調で、人工衛星向け高信頼性

部品やレーザ微細加工装置も増加しましたが、前年同期に好調であった電子部品組立検査装置の反動減および医用

機器の需要減で売上が減少しました。その結果、売上高は前年同期比12.1％減の19,513百万円となりましたが、セ

グメント利益は売上総利益率の改善により、前年同期比42.8%増の790百万円となりました。 

 

（2）財政状態に関する説明

（資産）

 当第２四半期連結会計期間末における流動資産は132,509百万円となり、前連結会計年度末に比べ18,798百万円増

加いたしました。これは主に電子記録債権が1,074百万円減少した一方で、受取手形及び売掛金が14,005百万円、商

品及び製品が3,708百万円、現金及び預金が3,256百万円それぞれ増加したことによるものであります。固定資産は

12,263百万円となり、前連結会計年度末に比べ9百万円減少いたしました。これは主に投資有価証券が50百万円増加

した一方で、のれんが56百万円減少したことによるものであります。

 この結果、総資産は144,773百万円となり、前連結会計年度末に比べ18,789百万円増加いたしました。

（負債）

 当第２四半期連結会計期間末における流動負債は86,334百万円となり、前連結会計年度末に比べ19,061百万円増

加いたしました。これは主に未払法人税等が130百万円減少した一方で、短期借入金が17,494百万円、支払手形及び

買掛金が2,184百万円それぞれ増加したことによるものであります。固定負債は11,032百万円となり、前連結会計年

度末に比べ128百万円減少いたしました。これは主に退職給付に係る負債が76百万円、長期借入金が56百万円それぞ

れ減少したことによるものであります。

 この結果、負債合計は97,367百万円となり、前連結会計年度末に比べ18,932百万円増加いたしました。

（純資産）

 当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は47,406百万円となり、前連結会計年度末に比べ143百万円減少

いたしました。これは主にその他有価証券評価差額金が121百万円増加した一方で、為替換算調整勘定が246百万円

減少したことによるものであります。

 この結果、自己資本比率は28.7％（前連結会計年度末は33.1％）となりました。
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（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成30年３月期の連結業績予想につきましては、平成29年５月９日に公表しました業績予想を修正いたしまし

た。 

平成30年３月期の売上高は、スマートフォン向け半導体の大幅な増加およびゲーム機や産業機器向けでも需要増

を見込み、前期比20.4％増の326,000百万円となる見通しです。利益面では、営業利益は前期比56.1％増の4,500百

万円、経常利益は前期比50.9％増の4,000百万円、親会社株主に帰属する当期純利益は前期比24.2％増の2,050百万

円となる見通しです。 

修正した内容の詳細につきましては、本日（平成29年10月31日）別途開示しました「第２四半期業績予想と実績

との差異および通期業績予想の修正ならびに配当予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（1）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 12,584 15,840 

受取手形及び売掛金 59,635 73,640 

電子記録債権 5,807 4,733 

商品及び製品 29,385 33,094 

仕掛品 291 408 

繰延税金資産 1,149 1,156 

その他 4,947 3,652 

貸倒引当金 △90 △17 

流動資産合計 113,711 132,509 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 3,668 3,624 

減価償却累計額 △2,301 △2,248 

建物及び構築物（純額） 1,367 1,375 

機械装置及び運搬具 18 10 

減価償却累計額 △17 △10 

機械装置及び運搬具（純額） 0 0 

工具、器具及び備品 2,100 2,074 

減価償却累計額 △1,617 △1,603 

工具、器具及び備品（純額） 483 470 

土地 1,633 1,618 

リース資産 163 165 

減価償却累計額 △101 △108 

リース資産（純額） 62 56 

建設仮勘定 2 1 

有形固定資産合計 3,549 3,523 

無形固定資産    

のれん 448 392 

その他 699 1,014 

無形固定資産合計 1,148 1,407 

投資その他の資産    

投資有価証券 3,627 3,677 

繰延税金資産 423 249 

その他 3,524 3,862 

貸倒引当金 △0 △456 

投資その他の資産合計 7,575 7,332 

固定資産合計 12,273 12,263 

資産合計 125,984 144,773 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 37,987 40,171 

短期借入金 25,077 42,572 

1年内返済予定の長期借入金 112 112 

リース債務 38 32 

未払法人税等 434 303 

賞与引当金 1,034 1,027 

資産除去債務 － 15 

その他 2,588 2,099 

流動負債合計 67,272 86,334 

固定負債    

長期借入金 8,988 8,932 

リース債務 73 69 

退職給付に係る負債 1,586 1,510 

役員退職慰労引当金 96 101 

資産除去債務 198 181 

その他 218 237 

固定負債合計 11,161 11,032 

負債合計 78,434 97,367 

純資産の部    

株主資本    

資本金 6,214 6,214 

資本剰余金 6,353 6,353 

利益剰余金 29,206 29,233 

自己株式 △1,630 △1,630 

株主資本合計 40,143 40,171 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 696 817 

繰延ヘッジ損益 6 30 

為替換算調整勘定 792 545 

退職給付に係る調整累計額 68 34 

その他の包括利益累計額合計 1,563 1,427 

非支配株主持分 5,843 5,807 

純資産合計 47,550 47,406 

負債純資産合計 125,984 144,773 
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（2）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

売上高 127,741 169,875 

売上原価 119,408 159,603 

売上総利益 8,333 10,272 

販売費及び一般管理費 8,768 8,518 

営業利益又は営業損失（△） △435 1,753 

営業外収益    

受取利息 21 34 

受取配当金 21 26 

持分法による投資利益 212 193 

為替差益 125 6 

雑収入 81 58 

営業外収益合計 462 319 

営業外費用    

支払利息 125 283 

貸倒引当金繰入額 － 365 

売上割引 52 73 

雑損失 44 35 

営業外費用合計 221 757 

経常利益又は経常損失（△） △194 1,314 

特別利益    

固定資産売却益 0 0 

特別利益合計 0 0 

特別損失    

固定資産除売却損 15 32 

投資有価証券評価損 0 171 

その他 1 7 

特別損失合計 17 211 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
△212 1,104 

法人税等 △1 467 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △210 636 

非支配株主に帰属する四半期純利益 168 246 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△379 390 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △210 636 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △50 121 

繰延ヘッジ損益 △37 24 

為替換算調整勘定 △2,104 △366 

退職給付に係る調整額 204 △34 

その他の包括利益合計 △1,986 △254 

四半期包括利益 △2,197 381 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,515 285 

非支配株主に係る四半期包括利益 △682 96 
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（3）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△） 
△212 1,104 

減価償却費 188 199 

のれん償却額 56 56 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 52 17 

賞与引当金の増減額（△は減少） △11 △5 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △59 4 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 221 △126 

受取利息及び受取配当金 △43 △60 

支払利息 125 283 

貸倒引当金繰入額 － 365 

為替差損益（△は益） △863 356 

持分法による投資損益（△は益） △212 △193 

固定資産除売却損益（△は益） 14 31 

投資有価証券評価損益（△は益） 0 171 

売上債権の増減額（△は増加） △3,385 △13,240 

たな卸資産の増減額（△は増加） 3,510 △4,000 

仕入債務の増減額（△は減少） △6,398 2,340 

その他 1,012 520 

小計 △6,004 △12,174 

利息及び配当金の受取額 181 215 

利息の支払額 △128 △280 

法人税等の支払額 △557 △441 

法人税等の還付額 4 9 

営業活動によるキャッシュ・フロー △6,505 △12,672 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △208 △262 

定期預金の払戻による収入 230 283 

有価証券の取得による支出 △219 △116 

有形固定資産の取得による支出 △109 △118 

無形固定資産の取得による支出 △29 △386 

投資有価証券の取得による支出 △12 △11 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出 
△286 － 

その他 27 52 

投資活動によるキャッシュ・フロー △607 △557 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 5,759 17,158 

長期借入金の返済による支出 △58 △56 

配当金の支払額 △470 △391 

非支配株主への配当金の支払額 △73 △132 

その他 △13 △12 

財務活動によるキャッシュ・フロー 5,143 16,564 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,103 △19 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,072 3,316 

現金及び現金同等物の期首残高 13,702 12,216 

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 － △43 

現金及び現金同等物の四半期末残高 10,629 15,489 
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（4）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動）

 該当事項はありません。

 なお、特定子会社の異動には該当しておりませんが、前連結会計年度末まで連結の範囲に含めておりました株式

会社池田医療電機は、平成29年４月１日付で当社の連結子会社である丸文通商株式会社による吸収合併で消滅した

ため、第１四半期連結会計期間より連結の範囲から除外しております。

 また、前連結会計年度末まで連結の範囲に含めておりましたMarubun Semicon（Shanghai）Co.,Ltd.は、清算手続

き中であり重要性が低下したため、第１四半期連結会計期間より連結の範囲から除外しております。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、

当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用す

る方法によっております。 

 なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
 

デバイス 
事業 

システム 
事業 

計 

売上高          

外部顧客への売上高 105,536 22,205 127,741 － 127,741 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
9 165 174 △174 － 

計 105,545 22,370 127,916 △174 127,741 

セグメント利益又は損失（△） △983 553 △430 △5 △435 

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△5百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△5

百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない投資不動産に係る費用

であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。 

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
 

デバイス 
事業 

システム 
事業 

計 

売上高          

外部顧客への売上高 150,361 19,513 169,875 － 169,875 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
0 314 314 △314 － 

計 150,362 19,827 170,189 △314 169,875 

セグメント利益 968 790 1,759 △5 1,753 

（注）１．セグメント利益の調整額△5百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△5百万円が

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない投資不動産に係る費用でありま

す。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。 
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